
（仮称）野洲市立病院整備基本（仮称）野洲市立病院整備基本
計画について

２０１５年３月７日

野洲市



○平成昭和60～62年
野洲病院（民間病院） 経営支援に旧野洲町が 億円支援 元金 億円超未償還

これまでの流れ

野洲病院（民間病院）の経営支援に旧野洲町が9億円支援。元金5億円超未償還。

○平成10年･11年
野洲病院の施設整備の銀行借り入れ21億円に旧町が損失補償。中枢部分未耐震

○平成23年4月
野洲病院が市に『新病院基本構想2010』を提案
≪市が土地建物と高額医療機器を新たに調達し、野洲病院に貸付≫

○平成23年5月/10月
地域医療における中核的医療機関のあり方の検討「⇒ 構想は不可・病院必要」

○平成24年1月/7月○平成24年1月/7月
市が責任を持つ新病院整備可能性の検討「機能・医師等・収支⇒ 可能性あり」
野洲駅南口周辺整備構想検討開始（7月～）

○平成25年8月
『野洲市中核的医療拠点のあり方に関する基本方針』策定

○平成25年9月○平成25年9月
病院整備に必要な基本構想策定予算可決

○平成26年3月
（仮称）野洲市立病院整備基本構想策定（仮称）野洲市立病院整備基本構想策定

○平成26年4月～
（仮称）野洲市立病院整備基本計画策定作業
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●基本計画の主な項目●基本計画の主な項目

Ⅰ 全体計画
・名称、立地
・基本理念・基本方針
・市立病院の病院像（医療機能、運営等） など

Ⅱ 部門別基本計画
・外来、病棟、薬剤等の各部門別の基本方針・運営計画・施設計画 など

Ⅲ 医療情報システム・物流管理システム・医療機器・業務委託の考え方
・基本的な考え方や導入機器・範囲の想定 など

Ⅳ 建設計画
・延床面積、構造計画 など

Ⅴ 事業収支計画
・事業費、収支計画 など

Ⅵ スケジュール



全体計画

信頼ある医療の提供を通じて、市民の健康を守り、福祉を増進し、信頼ある医療 提供を通 、市民 健康を守り、福祉を増進 、
暮らしの安心につなげ、市民とともに持続ある地域医療を育てます。

市民の生命 人格を尊重し 安全で上質な医療サ ビ を提供します・市民の生命・人格を尊重し、安全で上質な医療サービスを提供します。

・快適で利便性の高い、市民にとって身近で親しみのある医療機関となるよう
努めます。努 す。

・地域の医療機関や保健･福祉機関との連携を推進し、市民の健康増進を図り
ます。

意 や 境 整・職員の意欲・能力向上に努め、やりがいを感じることのできる職場環境を整え
ます。

・経営責任の明確化と経営の透明性を確保し、病院経営の最適化に努めます。経営責任の明確化と経営の透明性を確保し、病院経営の最適化に努めます。



担う き 療機能名称 ▼ 担うべき医療機能
・在宅医療の後方支援機能
・対応可能な５疾病４事業

野洲市民病院

▼ 名称

▼ 診療科

・回復期医療
・特化した専門医療

○ 内科 ○ 小児科 ○ 外科
○ 整形外科 ○ 婦人科 ○ 泌尿器科
○ 眼科 ○ リハビリテーション科 ○ 人工透析
○ 耳鼻 ん う科○ 耳鼻いんこう科

※基本構想から産科を削除

総病床数180床程度

▼ 病床数
総病床数180床程度
うち、一般病床90(100)床、回復期病床45(40)床、地域包括ケア病床45(40)床

※基本構想（総病床数199床、内訳：一般病床99床、回復期病床50床、医療型療養病床50床）

野洲市による直接運営（地方公営企業法の全部適用）

▼ 運営形態

▼ 職員数▼ 職員数
医師数：22(25)人 看護師数：119(110)人
その他職員（薬剤師、医療技術職員、事務職員等）：124人



○新病院が担う役割のイメージ（地域包括ケアシステム）

一般急性期病院

回復期病床

在宅 療
病院間での 地域包括

在宅医療の
後方支援

病院間での
役割分担

地域包括
ケア病床

高度急性期病院など 地域連携システ
ムで患者紹介を

緊急時の

対応やレスパ推進 対応やレスパ
イト入院など

在宅医療地域の診療所



▼ 特色ある機能の整備

◎ 地域包括ケアシステムの中心的役割を実践
・保健・医療・福祉連携の強化
疾病 防 院治療 在宅療養支援 福祉連携・疾病予防から外来・入院治療・在宅療養支援・福祉連携に至る切れ目のない
医療提供

・地域に密着した病院整備

〇地域ニーズにあわせた連携機能の整備（総合診療内科機能等）

〇特化した専門医療機能の整備（がん化学療法機能等）

健康管 タ 整備〇健康管理センターの整備（人間ドック、特定検診等）

〇患者サポートセンターの整備（患者情報の一元管理等）

〇地域包括支援センターの整備（日常生活支援総合事業を推進）*病院事業とは別
制度制度



○病院施設等の設定 病院事業収支計画

《病院施設等》

①施設延床面積 １３ ５００㎡ (75㎡/床)①施設延床面積 １３，５００㎡ (75㎡/床)

同規模自治体病院を参考

②建築単価 ３６万円／㎡
総務省が設定した交付税措置対象単価 36万円以下／㎡総務省が設定した交付税措置対象単価 36万円以下／㎡

③建築面積 (必要敷地面積) ４，４００㎡ (５，５００㎡程度)

同規模自治体病院を参考 4,000㎡～5,000㎡（建蔽率80％）

④駐車場 ３２０台 ※うち 台は施設敷地内を想定④駐車場 ３２０台 ※うち10台は施設敷地内を想定

患者用…約１５０台 職員・病院関係者用…約１７０台
一日外来患者数約290人、職員数約265人を想定

※共用立体駐車場を想定し、
病院事業では整備しない

《医療機器等整備》

⑤医療機器 約１１．７億円

⑥情報システム構築費 約２．８億円⑥情報システム構築費 約 億円
同規模自治体病院を参考



○病院整備費用の第一次想定

病院施設整備等費用 約８４億２千万円

【内訳】
①用地取得費 804,300千円 (想定敷地：約5,700㎡)①用地取得費 804,300千円 (想定敷地：約5,700㎡) 

②基本設計費 67,187千円 (国土交通告示第15号による積算) 

③実施設計費 104,000千円 (国土交通告示第15号による積算)

④工事監理費 60 315千円 第 算④工事監理費 60,315千円 (国土交通告示第15号による積算) 

⑤建設工事費 4,860,000千円
(本体) 2,916,000千円 (工事費の60％想定) (本体) , , 千円 ( 事費 ％想定)

(設備) 1,944,000千円 (工事費の40％想定) 

⑥外構整備費 145,800千円 (建設工事費の3％想定) 

⑦医療機器整備費 1 175 900千円⑦医療機器整備費 1,175,900千円
⑧情報システム構築費 280,500千円
⑨その他費用（事務費等） 229,200千円
⑩運営費（開院初年度） 693,303千円 (開院初年度の病院事業費用3ヶ月想定) 



○市が直接運営
（単位：百万円）

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 10年目 15年目 20年目３条会計【収益的収支】 １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 10年目 15年目 20年目

（a） 2,602 3,156 3,161 3,167 3,179 3,187 3,180 3,165

（ア） 2,549 2,935 2,943 2,950 2,965 2,979 2,980 2,974

入院診療収益 1,374 1,764 1,771 1,778 1,790 1,806 1,807 1,801

３条会計【収益的収支】

病院事業収益

医業収益

入院診療収益 1,374 1,764 1,771 1,778 1,790 1,806 1,807 1,801

外来診療収益 725 723 723 723 725 723 723 723

室料差額・健診 258 263 264 264 265 265 265 265

一般会計繰入金 192 185 185 185 185 185 185 185

（
内
訳

）
その他医
業収益

（イ） 53 220 218 217 214 208 200 191

国交付金（利息分他） 26 194 194 193 192 189 184 180

一般会計繰入金 26 26 25 24 23 20 16 11

医業外収益

（
内

訳

）

（b) 3,308 3,472 3,471 3,470 3,478 3,366 3,355 3,215

（エ） 3,202 3,368 3,371 3,375 3,387 3,287 3,292 3,170

1,861 1,894 1,894 1,895 1,902 1,903 1,903 1,903

病院事業費用

医業費用

（
給与費

費 467 537 539 540 543 545 545 544

429 429 429 429 429 323 328 208

445 508 509 511 513 515 515 515

（オ） 106 103 100 96 92 79 63 45

内
訳

）

材料費

減価償却費

その他経費

医業外費用（企業債利息等） （オ） 106 103 100 96 92 79 63 45

（ア）-（エ） △ 653 △ 433 △ 429 △ 425 △ 422 △ 308 △ 312 △ 196

△ 224 △ 4 0 4 7 15 16 13

（a）-（ｂ） △ 706 △ 316 △ 310 △ 304 △ 299 △ 179 △ 175 △ 49

医業外費用（企業債利息等）

医業損益

減価償却費を除く

病院事業損益 （a） （ｂ） △ 706 △ 316 △ 310 △ 304 △ 299 △ 179 △ 175 △ 49

△ 277 113 119 125 130 144 153 159

△ 734 △ 1,050 △ 1,360 △ 1,664 △ 1,963 △ 2,954 △ 3,920 △ 4,216累積損益（病院開業前経費含む）

病院事業損益

減価償却前損益



４年前 ３年前 ２年前 １年前 １年目 ２年目 10年目 20年目４条会計【資本的収支】

資

（単位：百万円）

（c） 124 966 1,934 4,703 693 182 278 307

0 941 1,909 4,678 0 0 98 98

建設費、機器等 0 941 1,909 4,678 0 0 98 98

資本的収入

企業債

（
内

訳

情報システム更新 0 0 0 0

124 25 25 25 693 182 180 209

国交付金（元金分） 0 0 0 0 0 91 90 105

開院後6,11,16年目に更新
訳

）

一般会計繰入金

（
内

訳
一般会計繰入金 124 25 25 25 693 91 90 105

（d） 124 966 1,934 4,703 693 363 458 517

124 966 1,934 4,703 693 0 98 98

訳

）

資本的支出

建設改良費

0 0 0 0 0 363 360 419

（e） 0 0 0 0 0 △ 182 △ 180 △ 209

0 0 △ 7 △ 21 △ 274 △ 65 △ 33 △ 48

企業債償還金（元金）

資本的収支 　（c）-（d）

資金余剰（単年度）

0 0 △ 7 △ 28 △ 303 △ 368 △ 588 △ 957資金余剰（累積）

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 10年目 15年目 20年目

219 211 210 209 208 205 201 196

（再掲）一般会計繰入額

３条会計（収益的収支分）

693 91 91 99 115 90 100 105

912 301 301 308 323 295 301 301

26 285 284 292 307 278 285 285

４条会計（資本的収支分）

小計

【参考】交付金見込総額

注；合計額など端数処理の関係で計算が合わないことがあります。
金額はシミュレーションであり、将来約束されたものではありません。

938 587 585 599 630 573 585 585総額

【参考】交付金見込総額



◎第 次試算では病院事業会計は事業損益が恒常的に赤字

○収支計画のまとめ

◎第一次試算では病院事業会計は事業損益が恒常的に赤字

繰入額（概算） 単位：円

左 内 般財源
交付税 一般会計（基準内） 一般会計（基準外） 合計

左の内一般財源
（交付税除く）

基本構想
２億

～3億1千万
2千万

～1億5千万 －
2億2千万

～4億6千万
2千万

～1億5千万
恒常：約２億５千万 恒常：約９千万 恒常：約３億４千万 恒常：約９千万

基本計画
2千6百万

～3億1千万
恒常：約２億８千万

2億2千万
～3億2千万

恒常：約３億

0～2億7千万
恒常：約５千万

5億
～6億3千万

恒常：約６億３千万

2億6千万
～4億9千万

恒常：約３億５千万

◎基準内繰入金が最大で構想の１億５千万円から３億２千万円へ増えている。
恒常的に毎年３億程度が必要

恒常：約２億８千万 恒常：約３億 恒常：約６億３千万 恒常：約３億５千万

恒常 毎年 億程度 必要

◎基準内繰入金を超えて更に基準外繰入金（赤字補填）が最大時２億７千万円
新たに増えている。恒常的に毎年５千万円程度が必要

◎病院事業として算入される交付税額は毎年約２億８千万円程度と見込まれる
が、職員増等による行革関連経費分が縮減される可能性があり、その影響
により約 ６億３千万を恒常的に一般会計として見込む必要により約 ６億３千万を恒常的に 般会計として見込む必要

◎開院１年目の運転資金として約７億円が別に必要



○第１階基本計画評価委員会での意見整理

●第１回評価委員会では、収支不成立を改善する要素として、意見をいた

だきました。主な論点は以下のとおり。

公立病院として
の整備について

特色ある機能の
整備について

医療スタッフ
の確保について

病床数とその
内訳について

給与費の設定
について

医療機器等
整備について内訳について

医師数の設定
について

土曜診療の
実施について

委託業務の効果
的利用についてについて実施について 的利用について



○新病院整備の課題

現状の課題を以下の２点に整理

１ 新病院に関連する課題１. 新病院に関連する課題

基本計画、収支計画改善の可能性検証

○収益増加の可能性（利用者数 稼働率 診療内容等）○収益増加の可能性（利用者数、稼働率、診療内容等）

○経費削減の可能性（外部委託推進、人件費見直し等）

○その他

２. 市財政に関連する課題

定見込まれる病院運営 繰入金捻出 可能性検証一定見込まれる病院運営の繰入金捻出の可能性検証

○最大時年間繰入金総額約６億３千万円？の可能性

○開院に伴う資本金捻出の可能性

※開院１年目には運転資金約 億円 赤字補填を合わせて約１２億円必要？※開院１年目には運転資金約7億円、赤字補填を合わせて約１２億円必要？

※昭和60年以降の貸付金残金約5億2千万円が返還？



市立病院を整備しない場合

野洲病院への財政的支援を継続しても・しなくても
現状で運営することは困難 ⇒ 閉鎖

市 中核的 療拠点がなくな野洲市の中核的医療拠点がなくなる
通院約10万人、入院約5万人、

救急搬送約 人救急搬送約650人



病院成立の可能性

駅
周

診療収入の増加

経費の削減

外部委託
収益増加

周
辺
整市 診療収入の増加

利用者数
稼働率

外部委託
人件費見直し
建物の共有化

整
備
に
よ

市
有
地
の 稼働率

診療内容
付帯・関連事業収入

建物の共有化
建設コストの精査

よ
る
市

の
活
用
等 付帯 関連事業収入市

収
入
増

等

市民への中核的医療の確保
健康のまちづくり

増

健康のまちづくり
高齢化・子育て支援・救急・開業医支援



○基本計画のさらなる検討状況について①

○評価委員会の意見及び市内医療現場からの収支改善の可能性検討を現
在も引き続いて実施しています。主な収支設定変更の項目を以下に整理
します。

１. 総病床数180床の内訳変更

一般病床90床、回復期病床45床、地域包括ケア病床45床般病床 床、回復期病床 床、 域 括ケ 病床 床

→一般病床100床、回復期病床40床、地域包括ケア病床40床

２ 職員配置数の変更２. 職員配置数の変更

医師数：22人 看護師数：119人

その他職員（薬剤師、医療技術職員、事務職員等）：124人

→医師数：26人 看護師数：110人

その他職員（薬剤師、医療技術職員、事務職員等）：126人

３. 入院収入・外来収入の実績値変更

平成25年度野洲病院実績値平成 年度野洲病院実績値

→平成26年度野洲病院実績値



○基本計画のさらなる検討状況について②

４. 経費、薬品費、診療材料費の設定変更

平成24年自治体病院平均値（100床～199床）平成24年自治体病院平均値（100床～199床）

→平成25年医療法人黒字病院平均値（100床～199床）

５ 職員の退職手当引当金及び法廷福利費の設定変更５. 職員の退職手当引当金及び法廷福利費の設定変更

平成24年自治体病院平均値（100床～199床）
→野洲病院等の実績を参考に野洲市積算方法により別途試算

６. 医療機器の購入金額の変更

推定機器を全て新規購入

→現野洲病院からの使用可能機器を鑑定して移設



収支シミュレーション収支シミュレ ション
【収益的収支】 想定 想定 想定 想定 想定 想定 想定 想定 想定 想定 想定 想定 想定 想定 想定 想定 想定 想定

年 度 平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成

(A’) 0 0 0 0 0 363,595 604,496 604,496 604,496 609,744 604,496 604,496 604,496 609,744 604,496 604,496

(B) 0 0 0 -7,055 -21,375 -38,360 354,553 337,830 321,204 310,340 247,368 375,999 377,661 385,034 381,759 340,902

(B’) 0 0 0 -14 111 -42 750 -89 091 135 895 119 798 103 894 94 268 32 530 161 276 164 598 174 098 172 796 133 935

減価償却を除く医業損益　(ｱ)－（(ｴ)-減価償却費）

病 院 事 業 損 益 (a) － (b)

病院事業損益(他会計補助金除く）

　 年 度 平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成

設定方法 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41

 区 分 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

(B ) 0 0 0 -14,111 -42,750 -89,091 135,895 119,798 103,894 94,268 32,530 161,276 164,598 174,098 172,796 133,935

(C) 0 0 0 -7,055 -21,375 312,864 723,127 723,754 724,477 730,962 726,948 727,063 728,724 736,097 732,823 734,819

(D) 0 0 0 -7,055 -28,430 -66,791 287,763 625,593 946,797 1,257,137 1,504,505 1,880,504 2,258,165 2,643,199 3,024,958 3,365,860

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 100.4% 107.8% 107.2% 106.6% 106.2% 104.0% 108.5% 108.5% 108.6% 108.5% 106.9%

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 50 0% 50 0% 98 7% 111 4% 110 8% 110 2% 109 8% 107 7% 112 2% 112 2% 112 5% 112 4% 110 9%

病院事業損益(他会計補助金除く）

減価償却前損益(a)－（(b)-減価償却費）

累積損益 (前期B) ＋ (当期B)

医業収支比率　　（ァ）／（ｴ）×100

経常収支比率 （（ｱ）+（ｲ））/（（ｴ）+（ｵ））×100 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 50.0% 50.0% 98.7% 111.4% 110.8% 110.2% 109.8% 107.7% 112.2% 112.2% 112.5% 112.4% 110.9%経常収支比率　（（ｱ）+（ｲ））/（（ｴ）+（ｵ））×100

(A’) 0 0 0 0 0 -243,139 -10,595 -5,747 -900 9,429 8,796 13,644 15,248 22,367 18,457 20,06

(B) 0 0 0 -7,055 -21,375 -644,682 -257,931 -267,539 -277,056 -280,602 -336,754 -201,103 -197,855 -188,627 -190,581 -186,47

減価償却を除く医業損益　(ｱ)－（(ｴ)-減価償却費）

病 院 事 業 損 益 (a) － (b) ( ) , , , , , , , , , , , , ,

(B’) 0 0 0 -14,111 -42,750 -694,986 -476,162 -485,073 -493,800 -496,069 -550,978 -415,225 -410,332 -398,996 -398,994 -392,91

(C) 0 0 0 -7,055 -21,375 -293,442 108,463 114,008 119,646 131,253 131,862 136,812 140,060 149,288 147,334 150,91

(D) 0 0 0 -7,055 -28,430 -673,113 -931,043 -1,198,582 -1,475,638 -1,756,240 -2,092,995 -2,294,098 -2,491,953 -2,680,579 -2,871,160 -3,057,63

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 82.2% 89.1% 88.9% 88.6% 88.6% 87.1% 90.6% 90.6% 90.9% 90.7% 90.8%

病 院 事 業 損 益 ( ) ( )

病院事業損益(他会計補助金除く）

減価償却前損益(a)－（(b)-減価償却費）

累積損益 (前期B) ＋ (当期B)

医業収支比率　　（ァ）／（ｴ）×100

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 50.0% 50.0% 81.2% 92.8% 92.5% 92.3% 92.2% 90.8% 94.3% 94.4% 94.7% 94.6% 94.7%経常収支比率　（（ｱ）+（ｲ））/（（ｴ）+（ｵ））×100



○第２回基本計画評価委員会について

◇日時 3月12日（木）午後2時～◇日時 3月12日（木）午後2時

◇場所 市役所 2階 庁議室

◇内容◇内容

・第1回評価委員会意見まとめ

・市民懇談会意見報告

・収益増加、経費削減の可能性について収益増加、経費削減の可能性について

・基本計画に規定すべき病院像確定

その他・その他


